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デ
ル
）
は
、
親
族
代
表
と
し
て
、
戦
後
長
く
画
筆
第
一
と
し
て
描
い
て
い
る
。
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島
崎
藤
村
・
蒻
助
資
料
を
絶
ち
、
藤
村
の
文
学
的
遺
産
の
整
理
・
継
承
に
島
崎
蒻
助
に
は
『
父
藤
村
と
私
た
ち
』
（
海
口
伽
図
書
・
資
料
受
入
れ
報
告

の寄贈に寄せて専念した。新潮社版・筑摩書房版「藤村全書店、一九四七年）、『藤村私記」（河出書房、叩

集
」
編
纂
に
加
わ
り
、
藤
村
記
念
「
歴
程
」
賞
の
一
九
六
七
年
）
の
著
書
も
あ
る
。
藤
村
が
『
夜
明
叩

二
○
一
五
年
二
月
～
四
月

加
藤
哲
郎
選
考
・
運
営
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
隠
さ
れ
た
事
情
け
重
執
筆
期
に
抱
え
た
、
前
妻
冬
子
の
子
供
た
岬
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅱ

は
、
二
○
○
二
年
に
「
描
か
ざ
る
幻
の
画
家
島
ち
と
の
距
離
を
知
る
格
好
の
素
材
が
、
「
蒻
助
自
艸
▽
前
号
一
面
で
紹
介
の
島
崎
爽
助
氏
ご
寄
贈
に
よ

手
元
の
記
録
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
、
二
○
○
一
崎
蓋
助
遺
作
展
」
を
開
い
た
大
川
美
術
館
か
ら
今
伝
」
お
よ
び
今
回
の
爽
助
氏
寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
岬
る
島
崎
藤
村
・
蒻
助
関
係
資
料
は
以
下
の
と
お

年
一
○
月
二
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
「
突
然
、
メ
回
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
移
さ
れ
る
蒻
助
の
「
創
作
ノ
に
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

Ⅱ川
り
。
一
六
四
冊
に
お
よ
ぶ
蒻
助
の
創
作
ノ
ー
ト

ールいたします。私、島崎蕊助の息子・島オト」一六四冊の中に、断片的に記されてコレクシ重ンの全貌は、これから本格的岬（昭和弧～銘）、「絵日記の伝説」原稿（島崎

Ⅱ

崎爽助と申します。二年ほど前、父の残しいる。戦後の『藤村全集」編纂の際に、静に整理され公開されるが、私が爽助氏から岬爽助・加藤哲郎寵『島崎蔚助自伝』として刊行）

た遺品を整理中に加藤さんからの郵送物を子未亡人の陰に勝本清一郎を見いだし、勝託されて瞥見した限りでも、『藤村全集」岬ほか草稿・メモなど。新潮社版『島崎藤村

承つけました。…来年の秋頃、群馬県桐生本を編集に関与させないために、自分自身編纂に用いた自筆原稿・書簡類、日本ペン岬全集』資料として、蒻助の編纂覚え書ノー

市にあります大川美術館で父の回顧展が予が画業を中断して父の遺稿に取り組んだよクラブ事務局にもない『ｚ弓飼。ｚ田・因．呈岬ト（昭和鯉）、山崎斌「最晩年の先生」など

定され、現在父の資料を再構築しているとうだ。勝本は『透谷全集」の厳密な校訂で創刊号・二号・三号現物など創立期資料、岬全集附録「藤村研究」掲載原稿三点、星野

こ
ろ
で
す
」
。
こ
の
島
崎
藤
村
の
孫
・
爽
助
氏
の
名
を
残
す
。
藤
村
の
著
作
権
関
係
綴
り
、
戸
籍
謄
本
、
晩
年
の
州
天
知
「
五
十
年
の
追
憶
」
原
稿
、
藤
村
「
太
陽

熱

蕊

な
っ
た
。

識塞

覧
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
コ
レ
ク
シ
ョ
の
人
間
関
係
・
党
派
的
対
立
に
あ
っ
た
。

ンほ、静子夫人のαレクシゞ
ン、信州馬藍助臓、｝元東大医学部助教授国崎定洞と槻窪鵲蛾胤州錨獺藤駒淫蝋瀦溌弾城肌淵嬉恥輝謬

篭
・
小
諸
の
藤
村
記
念
館
所
蔵
資
料
と
は
ほ
と
ん
演
出
家
千
田
是
也
の
主
導
し
た
「
反
帝
グ
ル
ー
の
写
真
も
あ
る
。
藤
村
、
周
作
人
と
一
緒
に
、
岬
る
。

ど
重
な
ら
な
い
。
そ
の
い
き
さ
つ
は
、
右
の
メ
ー
プ
」
数
十
人
の
な
か
で
、
千
田
の
率
い
る
新
興
芸
「
万
葉
集
」
『
源
氏
物
垂
聖
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
岬
▽
上
田
光
生
氏
か
ら
、
柳
原
義
光
（
白
蓮
の
兄
）

ル
を
き
っ
か
け
に
島
崎
爽
助
氏
と
私
が
編
集
し
た
術
仲
間
に
加
わ
り
、
異
国
の
青
春
を
題
歌
し
た
。
銭
稲
孫
が
写
っ
て
い
る
。

川の書軸、カストリ雑誌・俳句誌など一○○

共
編
著
『
島
崎
蕾
助
自
伝
ｌ
父
・
藤
村
へ
の
抵
勝
本
朧
、
厨
じ
芸
術
家
グ
ル
-
ブ
で
も
、
藤
森
成
島
崎
爽
助
氏
健
、
広
く
研
究
者
に
利
扇
し
て
鯛
冊
、
図
書
二
冊
を
い
た
だ
い
た
．

抗
と
回
帰
」
（
平
凡
社
、
二
○
○
二
年
）
を
参
照
し
吉
と
共
に
、
よ
り
党
派
性
と
規
律
を
重
ん
じ
る
指
ら
い
た
い
と
、
今
回
の
寄
贈
を
決
意
さ
れ
た
。
紹
岬
▽
次
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
著
編
訳
書
を
い
た

て
ほ
し
い
が
、
「
夜
明
け
前
」
執
筆
か
ら
晩
年
の
導
者
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
を
、
私
は
『
ワ
ィ
介
者
の
私
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
の
活
用
を
期
待
し
Ⅷ
だ
い
た
。
荻
原
雄
一
氏
「
改
訂
漱
石
の
初
恋
」

家
族
関
係
、
没
後
の
霊
篁
塁
刊
行
の
篝
マ
ー
壷
ペ
；
ン
の
杲
人
ｌ
洋
行
知
識
人
て
妻
な
い
。

Ⅱ叩
（
未
知
谷
）
、
橋
本
俊
明
氏
歪
岡
子
規
直
門
桃
澤

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
の
反
帝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
八
（
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
。
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島
崎
藤
村
三
男
の
画
家
・
島
崎
蒻
助
（
一
九
○
年
）
に
ま
と
め
た
が
、
『
蒻
助
自
伝
」
は
そ
れ
を
、

八
’
九
二
年
、
先
妻
・
冬
子
の
子
、
『
嵐
」
の
三
郎
の
そ
父
・
藤
村
と
葛
藤
し
た
三
つ
の
「
重
い
荷
物
」
の
艸
慕
』
（
桃
澤
茂
春
伝
研
究
会
）
、
寺
杣
雅
人
氏
『
志
賀


